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川上研究室 

 

 

 倉敷芸術科学大学 川上研究室では、「トランスジェンダー」をテーマとした「トランスジ

ェンダーと写真」を開催します。本展は TRanS 共同代表で、「虹色ジャ～ニ→ 女と男と

時々ハーフ」の著者、ドキュメンタリー映画「I Am Here-私たちはともに生きている-」

の監督でもある、浅沼智也氏と、ブラジルのジャーナリストのビアンカ・バスコンセロス氏

との共同プロジェクトです。社会的背景のそれぞれ異なるトランスジェンダーを対象とし

た作品は、現代の日本社会が眼差しを向けることが少ない人々を浮かび上がらせます。 

 

 現在、国内の人口の１０パーセントを占めるLGBTQに対する社会的な認知が高まる一方、

教育現場における当事者の半分以上がいじめの被害を受け、60％以上が自殺を考え、15％

強は自殺未遂にまで追い詰められています。1また、性というものが医療という統治装置に

組み込まれ続けてきたことを象徴するように、性別適合手術を受けなければ性別上の変更

ができないといった問題があります。さらには、本学がある「非大都市部では、セクシュア

リティの表出が強く制限されたり、監視されたりしているために、性的に逸脱しているとみ

なされてしまう人びとは、移住により都市に出て生活をすることを余儀なくされている」2

という状況が作り続けられています。 

 

 本展では、これらの問題に対して芸術を通じて光を当てます。生まれつきの性別で、異性

を好きになることを前提としたこの社会そのものが、そうした前提を共有しない人々に著

しい困難を与えている事を認識し、社会そのものの再設計を考える契機を創造します。そし

て、より良い社会を実現するための想像力を喚起し、新しい視野を開き、他者との共存のあ

り方についての再考を促します。 

 

本展では日本で生きるトランスジェンダー当事者 13人が出演し撮影された写真が展示され

る。 ［写真点数］小 32 点(大 6 点) 

 

浅沼智也 

 

岡山県総社市出身。現在は東京在住。トランス男性。幼少期の頃に性別違和を感じるもカミ

ングアウトできず、18 歳まで女性として生活をする。18 歳の時にジェンダークリニックに



受診し GID と診断。その後 GID 治療を始め現在は男性として生活している。LGBTQ×メ

ンタルヘルスの自助グループ「カラフル＠はーと」代表。著書『虹色ジャ～ニ→ 女と男と

時々ハーフ』（文芸社／2019 年）。看護師として働きながら、執筆・講演活動やメディア等

に出演し、トランスジェンダーがより生きやすい社会になるよう活動をしている。 

 

名称: 「トランスジェンダーと写真」展 

主宰: 倉敷芸術科学大学  

場所:  倉敷芸術科学大学 １１号館 ZONE  

期間： ２０２０年 8 月１９日(水）−９月１3 日（日） 

時間： 10:00−17:00 

入場料： 無料 

特別公開講座： 「トランスジェンダーと表象」２０２０年９月５日（土） ゲスト:浅沼

智也、菅野優香 場所：Cafe & BAR KAG（岡山県倉敷市阿知３丁目１−２）時間：16：

00-17:30  

協力：株式会社クラビズ 

 

1 JASE 現代性教育 研究ジャーナル ２０１８年 N.89  

2 河口和也 『わたしたちはここにいる 

──地方中核都市に生活する性的マイノリティの「語り」から──状況』2017 年 「理論

と動態 9 号」 


